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大阪市立長池小学校 

大阪市立長池小学校ＰＴＡ 

ながいけ
．．．．

  

の愛称です 

長池小のどこに 

何がありどうする 

のかを簡潔にまとめ  

た案内役 といった

意味を込めて 
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ごあいさつ 

 

 

  大阪市立長池小学校へようこそ。長池小学校は、昭和４年に開校した歴史と伝統 

 

のある小学校で、いつも子どもたちの笑顔であふれています。新しく仲間入りをさ 

 

れたみなさん。早く長池小学校に慣れていっしょに楽しく元気に過ごしましょう。 

 

この「ナッケナビゲーション」は、そのためにみなさんのお役に立つよう作成さ 

 

れたものです。長池小学校で生活するための基本的な情報をわかりやすく説明して 

 

います。わからないこと困ったことがあったらページを開いて答えを探してみてく 

 

ださい。きっとすぐに見つかると思います。 

 

  それでも判断しにくいことや、不安なことがありましたら遠慮なく学校へ連絡・ 

 

相談してください。みなさんが長池小学校で伸び伸びと過ごせるように力を尽くし 

 

たいと思っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

大阪市立長池小学校 校長  河野 孝宏 
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この本のページの見方や、本の使い方、

特徴などの説明が書いています。 

写真や図、

絵を使って

できるだけ

わかりやす

くするよう

工夫してい

ます。 

そのページを表

すフレーズです。 

そのページ

に書かれて

いるおおよ

その内容を

書いていま

す。 

このペー

ジの本文

です。 

そのページの大

見出しです。 

そのページ

の中見出し

です。 

こ の 冊 子

が、単なる

ガイドブッ

クで終わる

のでなく、

子育てにも

役立つ本と

なるよう、

「コラム」

がところど

ころに入っ

ています。 

その内容に

関連する項

目があるペ

ージへ、す

ぐさま飛べ

るよう、リ

ンク(関連) 

先が表示さ

れ て い ま

す。 

このような小見出し ⇒ 

が入っているページが 

たくさんあります。 

ところどころに出てくるこのキャラクター。右が「ナッケちゃん」、左

が「田辺の大ちゃん」です。右は本校卒業生が考案・デザインした「長

池」をモチーフにしたキャラクターです。男の子です。田辺の大ちゃん

は、イラストレーター辻本隆文さんの作品で、なにわの伝統野菜、田辺

大根の象徴的なキャラクターとして、キーホルダーなども作られ、広く

使用されています。 

はじめに② 

※ナッケちゃんと 

田辺の大ちゃん 
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現長池グランドの池に映る校舎 

 

 

 

 

 

 

 

             長池小学校は、１９２９年、昭和４年に長池尋常小学校として開

校しました。近隣に北田辺小学校、南田辺小学校、田辺小学校と、

いわゆる「田辺村」の地名に 

ちなんだ名前がつけられている小学校が多い中、長 

池小学校は「西田辺小学校」ではなく「長池」なの 

です。 

 というのも、現在、長池公園に「長池」という池 

  がありますが、その周りの長池公園も、そこから南   

西側へと続く「長池グランド」も、そして現在の長  

池小学校の敷地もすべて「長池」という池だったそ 

うです。創立７０周年記念誌に「…遠い記憶をたどりながら当時のことを思い出すと、学

校周辺には公園や池がたくさんあり、釣りや昆虫採集の出来る絶好の遊び場でした。…」 

という手記が寄せられております。「長池」に校舎が映っている当時の写真もあります。 

   自然豊かな長池小学校の伝統は、ここからきているのですね。 

 

             校章は、ご存知の通り松の葉をモチ                           

            モチーフに、葉を５本組み合わせて星    

をかたどった形となっています。 

   校歌の３番に「清らかな 松のふちどる 校章の」とあり 

ます。ということは、校章が先にできて、校歌がその後にで  

きたと考えられます。 

 この、校章のできあがったいきさつ

も、校歌の作詞・作曲の経緯について

も、過去の様々な文献や創立周年記念

誌、地域にお住まいの方々にお聞きし

ても、今のところ謎となっています。

上の写真↑は、昭和２２年卒業の方が、

参考にと持ってきてくださった、当時

の文集と襟章です。どなたか校章や校  

歌についてご存知の方がお    

られましたら、長池小学    

校までご一報いただ  

けたら幸いです。 

 

長池小学校の基本情報・歴史的なことが

書かれています。 

はじめに③ 
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          「大阪市教育改革プログラム」重点行動プラン 2008-2011 から 

              「大阪市教育振興基本計画」 

～”ええとこ”のばそ 大阪の教育～ 

               そして、改訂版大阪市教育振興基本計画へ 

 

 大阪市は、平成 16 年に大阪市教育改革プログラムを出し、その重点行動プラン、さらに大

阪市教育振興基本計画として発展をさせ、大阪市全体の教育方針、教育改革の具体的方向を示

してきました。基本計画の改訂版では、「グローバル改革」「カリキュラム改革」「ガバナンス

改革」「マネジメント改革」「学校サポート改革」という５つの改革を提示し、学校の活性化や

学力向上、保護者・地域との連携を進めるべく、これらにもとづいた学校の運営計画を作成し

ていこうと、全市の学校で進めています。 

 詳しくは、大阪市のホームページをご覧ください。http://www.city.osaka.lg.jp/ 

 

【大阪市教育振興基本計画の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本編 

教育方針① 

この本のページの見方や、本の使い方、

特徴などの説明が書いています。 
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  ねばり強い子どもを育てる 
 

 

  個性が輝く学校 
 

 

 

 

 

 

 

            学校教育目標や学校経営の重点にもとづき、長池小学校では、その

達成に向けた具体的な取り組みを重点目標として設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

長池小学校では、一人ひとりの個性を 

大切にしながら、それを発揮して相互 

にかかわりあい、その協働のなか、最 

後までねばり強く取り組む子どもの 

育成をめざし、学校・家庭・地域 

の三者一体となった教育を進め 

ます。 

めざす学校像 

学校教育目標 

学校経営の重点 

気持ちの

揃った教

職員集団 

保護者・

地域との

信頼関係 
子どもの意

欲・自信を

引出す 子どもの
優しさを
伸ばす 

一 人 ひ と
り に 確 か
な学力を 

子どもの
がんばり
を認める 

基本編 

教育方針② 

自ら学び、自ら考え、ねば

り強く問題を解決しようと

する子どもを育てる。 

互いのよさを認め、互いに

高めあう子どもを育てる。 

自らの健康や体力に関心を

もち、たくましく生きる子

どもを育てる。 

長池小学校の教育について、その大きな

目標や方針が書かれています。 



 

 

9 

             大阪市の教育振興基本計画に則り 

各学校において「運営に関する計画」 

を策定しています。長池小学校にお 

いても、これを作成、ホームページ 

にて公開しています。 

 この「運営に関する計画」は、「中期目標（数年で実現を  

めざす目標）」とその目標達成に向けた「年度目標」を設定  

し、その目標達成のための指標、さらにその指標のための  

具体的な取り組み内容も設定します。 

 そして、１０月に中間評価、１月に年度末評価を行いま 

す。これは、学校の教職員全体で行う内部評価です。つま  

り、自分たちで目標を立て、取り組み内容を決め、自分た 

ちで評価するという、いわゆる「自己評価」

なわけです。それでは汎用性をもちえません

ので、年度末には「学校協議会」をもち、地

域・保護者の代表の方、有識者の方を協議委

員として、これらの結果を公表した上で評価

いただく「学校関係者評価」を行っています。 

そうして、最終評価を行い、ホームページ等

で広く一般に公開するのです。 

 このように、運営に関する計画では、 

 

「目標立て・具体的な取り組みの計画・

立案」→「立案した取り組みの実行」 

→「取り組み内容とその効果の検証、評価、

修正」→「修正を加えた取り組み等の再実行」 

 

といった、一連の流れで行われていく学校運

営・組織づくりの手法です。そしてまた次年

度、目標設定やその取り組みに生かしていき

ます。 

こうしたサイクルのことを「PDCA サイク  

ル」と呼んでいます。 

   つまり、運営に関する計画は、「PDCA サイ

クルによる学校力向上と学校の活性化」をね

らって行われているのです。 
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２２ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

            まずは教科・領域の学習です。国語・社会・算数・理科・生活・音

楽・図画工作・家庭・体育の９つを「教科」、総合的な学習の時間、 

           道徳、特別活動（学級活動等）、外国語活動の４つを「領域」と呼ん 

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、学年によってない教科・領域もあります。 

   １・２年生…理科・社会科・家庭科・総合的な学習の時間・外国語活動なし。 

生活科あり。 

   ３・４年生…家庭科・生活科・外国語活動なし。 

   ５・６年生…生活科なし。 

   この他、４年生以上にクラブ活動、５年生以上に委員会活動があります。 

区分 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生 

総授業時数 850 910 945 980 980 980 

国語 306 315 245 245 175 175 

社会     70 90 100 105 

算数 136 175 175 175 175 175 

理科     90 105 105 105 

生活 102 105         

音楽 68 70 60 60 50 50 

図画工作 68 70 60 60 50 50 

家庭         60 55 

体育 102 105 105 105 90 90 

道徳 34 35 35 35 35 35 

総合的な学習

の時間 
    

70 

(105) 

70 

(105) 

70 

(105) 

70 

(105) 

特別活動 34 35 35 35 35 35 

外国語活動      15 15  35 35 

小学校における教科の学習について、そ

の内容やねらいが書かれています。 

 右の表のよう

に、これらの教

科・領域の学習

は、年間の時間

数が決められて

います。 

 例えば、国語

科の年間時数は

２年生が最も多

く、３１５時間

ですが、５年生

以上になると、

１７５時間とな

ります。１年生

は学校生活に慣

れることを考慮

した時数配当と

なっています。 

基本編 

教育内容① 

学校の勉強の時間は決められています 
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  これらは特別活動としての位置づけとなっています。この決められた教科・領域の年間時

数を下回らないよう、年間の総日数から総時数を割り出し、学校行事との兼ね合いを考え

ながら、毎週チェックしています。 

            －ＰＩＳＡの学力観 

 

 教科の学習は、年間１０００時間近くあるうちの、８００時間ほどをしめる、学校の中では

一番多い時間です。この時間を通じて、子どもたちがたくさんのことを学ぶことは、言うまで

もありません。 

 めまぐるしく変化する国際化・情報科社会の現代において、昨今、世界で求められている「学

力」というものは、 

 

 

 

と言われています。つまり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前に○○○を習

ったね。思い出

してごらん。 

一応できた

けど別の問

題もできる

のかなぁ‥ 

新しい問題場面に出くわ

したときに… 

前に習ったことを使うこ

とを教えてもらって… 

それを使って、問題を解

決する。 

これまでの学習の仕方で、多かったパターン 

新しい問題場面に出くわ

したときに… 

これからの学習で大事なこと 

いろいろ見たり聞いたり

しながら前に習ったこと

の情報をつかんで… 

わかった！ 

どの情報を使うか判断し

て解決し、解決までのこ

とを説明する 

この問題は○○

だから○○○は

～なのでそれを

使うと、○○と

なります 

「覚えているか覚えていないか」よりも、そのことを

「使いこなせるか、こなせないか」 

 

PISA(Programme for International Student 

Assessment)とは、OECD が進めている、児童・

生徒に対する、国際的な学習到達度調査で、読

解力、数学的リテラシ－、科学的リテラシーな

どの調査が行われています。 
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 つまり、 

見たり聞いたりしてもいいから、それを使えるようになること 

 が大切なのです。そして、それを説明にまで至るようにするには、 

 

 

 

 

 

 

 

 

ということが、大事になってきます。 

 長池小学校では、算数科・国語科を中心に、すべての教科学習において、この「論理的思考・

表現力」を高めることを目標とし、考えや意見を発表したり書いたりと、「話す・説明する」

ということに重点をおいた授業展開を行っています。 

 

 

 

  

          太陽＝トップダウン的アプローチ（従来の教授型学力観） 

 

 

 

 

     

 

 

 

大地＝ボトムアップ的なアプローチ、意欲を喚起し思考・判断・表現の活動 

を通して知識・理解をも身につけるようにする。 

    【大阪大学人間科学部教授 志水光吉氏 著「学力を育てる」より】 

   
 学力には「狭い意味での学力」「広い意味での学力」、「ペーパーテストの学力」「生きる力」
などなど、それはざまざまな言い方がされており、一口に「学力」と言っても、何をさすのか
一概には言えません。 
 阪大の志水宏吉教授は、上図のように、「学力の樹」として表しています。いわゆる、全国
学力調査で測っている学力とは、上の図でいうＡ，Ｂの部分です。強いて言えば、Ａがいわゆ
る「Ａ問題（主として基礎）」、Ｂがいわゆる「Ｂ問題（主として活用）」です。で、忘れては
ならないのが、「Ｃ」です。Ｃは生涯にわたって学習するという観点からすると最も重要です。 
 したがって、現在行われている調査は、学力の一部に過ぎません。その点数のみで、その子
どもという人間が評価されているのではないということを、きちんと心に留めておくことが大
切ですね。 

取 り
出し 

解釈 熟考 

情報を目的

に応じて正

確に取り出

す 

取り出した情報を

もとに、自分の経験

や知識を活かして

解釈する 

解釈をもとに、問題

解決に至る方法を

考えたり、推論した

りする 

論理的思考・表現 

学力の樹・学力とは？ 

Ａ学力（葉） 知識・理解 

B 学力（幹） 思考・判断 

技能 

表現 

C 学力（根） 関心・意欲・態度 

容易にペーパーテストで

測ることのできる学力 

ペーパーテストでは測る

ことのできない学力 

支
援 

容易には測れないがテス
トの結果や成績に大きく
影響する学力 

指
導 
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               長池小学校では特別活動、総合的な学習の時間を使って、栄

養教諭による栄養指導を各学年において計画的に行っていま

す。 

 

学年 テーマ 主な内容 

１ 

すき・きらいをしないで食べよう 食べ物はそのはたらきによって三つにわけられることを知る 

骨や歯をじょうぶにしよう 
なぜ牛乳が給食に毎回あるのか？１日の牛乳の摂取量・カルシウムの

はたらきを知る 

２ 
よい手の洗い方 よい手の洗い方を理解し、食中毒予防につながることを知る 

食べ物をなかまにわけよう 食べ物を赤・黄・緑のグループにわける 

３ 
おやつについて考えよう 

おやつは砂糖・塩・油を多く含むものが多いことを知り、砂糖の摂取

量・過剰摂取による体への影響・食べるときの注意点を理解する。 

三色栄養 パズルを作り、三色栄養の分類・はたらきを確認する。 

４ 
もっと野菜を食べよう 

野菜のはたらき・種類・摂取量を知り、１日 300g 摂取する方法を理

解する 

三色栄養 パソコンを使って三色栄養の分類・はたらきを理解する 

５ 

魚を食べよう 魚の旬・栄養を知り、肉と魚をバランスよく食べることを理解する 

朝ごはんについて考えよう 
朝ご飯のはたらきを知ってメニューをつくり赤・黄・青のバランスを

チェックする。 

６ 

よくかんで食べよう 歴史上の人物の食事と現代の食事を比較し、咀嚼と体の関係を知る 

大豆について 
昔の主たる蛋白源であった大豆・加工品を確認し、消費量・生産量か

ら食料自給率等を考える。 

 

            また、養護教諭による保健指導も、発育測定や学級活動の時間を使

って年間を通じて行っています。 

 

 

 

 

 

 

１学期 ２学期 ３学期 

教科としての学習でなく、横断的な、あるいは

それ以外の学習について書かれています。 

 「健康」はあらゆる事柄の中で、最も重要であると言えます。どんな学習も、どれだけ

価値のある活動も、健康でなければ何もできません。長池小学校では、健康教育の重要性

を考え、年間を通じて計画的に行っています。 

・保健室の約束 

・健康診断を正しく受

けよう 

・けがを防ごう 

・応急手当の仕方 

・かぜの予防 

・手あらい、うがいに

ついて 

・６年間の 

成長の記録 

基本編 

教育内容② 
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大阪市では、人権が尊重される社会の実現をめざし、さまざま

な人権に関わる課題をテーマに、市民や職員の人権意識の高揚を

図るために効果的な啓発を推進しています。 

 国においては平成 12（2000）年「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」が制定され、

平成 14（2002）年、「人権教育・啓発に関する基本計画」として策定されました。 

 大阪市では、平成 20（2008）年 4 月に「大阪市人権行政推進本部」を設置、平成 21（2009）

年 2 月に「大阪市人権行政推進計画～人権ナビゲーション～」を策定し、すべての市民の人権

を尊重するため、市民から賛同と協力が得られる新しい人権行政を再構築し、市民が「人権が

尊重されるまち」になったと実感できる「国際人権都市大阪」の実現に向けて、人権教育・啓

発を「人権が尊重されるまち」へ導くための大きな原動力（人権行政のエンジン）として、人

権相談・救済を人権侵害が起こったときの備え（人権行政のエアバッグ）と位置づけて、さま

ざまな取り組みを継続的かつ体系的に推進していくこととしています。 

 

                長池小学校では、この大阪市の人権行政推進計画に基づき

ながら、平成１８年１月に国から出された「人権教育の指導

方法のあり方について ～第２次とりまとめ～」の「人権教 

育を通じて育てたい資質・能力」で示されている 

側面・内容をふまえるべく、年間の指導計画を作 

成しています。 

  すなわち、「人権に関する知的理解」として、読 

み物教材や資料を活用した学習、人権課題となっ 

ている事柄についての学習を行い、「人権感覚」と 

して、さまざまなアクティビティやワークショッ 

プを通して価値的態度的側面、コミュニケーショ 

ンスキル、ピア・サポートの手法を取り入れるな 

どの技術的側面を養う学習を行っています。 

  また、本校は「帰国した子どもの日本語指導セ 

ンター校」として位置づけられており、他校から 

たくさんの外国籍の子どもたちが本校の日本語教 

室に通級しています。その子どもたちと 

の交流を通して国際理解教育の充実 

人権教育について、大阪市、長池小学校での

人権教育の目標や内容が書かれています。 

基本編 

教育内容③ 
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マズローの 

欲求階層説  

 

 

安全・安定の欲求 
命の安全・生活の安定 

 生理的欲求 
生きる上での根源的欲求（衣食住等） 

社会的欲求 
集団への帰属・愛情欲求 

 

自尊欲求 
承認・尊敬・ 

独立を求める 

 

自己 
実現 

を図っている点も、本校の大きな特徴です。 

  長池小学校の人権教育の年間計画は、次のようになっています。（長池小の標準例） 

※（部）…部落問題学習 （在）…在日外国人教育 （障）…障がい児教育 

 （平）…平和教育 （環）…環境・生命・福祉 （国）…国際理解 （集）…集団育成 

 （男女）…男女共生 （子）…子どもの人権 （他）…その他 

学年 １学期 ２学期 ３学期 

１年 

「どうしたん」(集) 
「こんなこと したよ」(集) 
「だんごむし」(環) 
「ぶんぶんぶん」(国) 
※「ひまわり」「日本語教室」
ってどんなところ？ 

「こんにちは」(国) 
「わたしも よせて」(集) 

「ひとりぼっちのライオン」(集) 

２年 
「とりあいじゃんけん」(集) 
「おかあさんのしごと」(部) 

「じらいではなく花をくださ
い」(平) 
「ばんごはんのしたく」(男女) 

「手やゆびではなそう」(障) 
「もーおーうしです」（部） 

３年 
「もやもや書き」(集) 
「わたし・ともだち・おかあ
さん・おとうさん」(在) 

「なぁなぁ お母さん」(障) 
「ピカドン」(平) 
「もーおーうしです」（部） 

「公園」(障)（国）（他) 
「みんなの町」(部)（在）（他) 

４年 

盲導犬（障） 
ユニバーサルデザインを知ろ
う(障) 
車いす体験Ⅰ(障) 

「わかってくれるかな」(国) 
「じゅん子のなかま」(男女) 
「車いすのいろいろな動かし
方」(障) 
車いす体験Ⅱ(障) 

「お父さん 僕の足も 地雷に・・」
(平) 
「もーおーうしです」（部） 
車いすバスケット体験(障) 

５年 

「自然に、私のままで」(男女) 
「人のつながる町」(部) 
「わたしの町の いろんな国
の人」(国) 

「わたしのせいじゃない」(集) 
「みえないって どんなこと」
(障) 

「心の中の宝物」(他) 
「コリアタウンへようこそ」(在) 
「もーおーうしです」（部） 

６年 

「あなたはわるくないよ」(子) 
「ヒロシマには歳はないん
よ」(平) 
「もーおーうしです」（部） 

「渋染一揆」(部) 
「江戸時代の日本と朝鮮」また
は「明日から本名で生きよう
（旧：読本「にんげん」）」(在) 

「おじいちゃんの介護」(障) 
「一票の権利」(男女) 
※「世界がもし 100 人の村だった
ら」(国) 
※「世界の１２才」(国) 

 

 

 

 子どもの自尊感情(self-esteem)が大切だと言われ

て久しくなっていますが、同時に将来展望、いわゆる

「夢」を描くことの重要性もよく語られます。夢を実

現する＝自己実現を図るということになると思いま

すが、アメリカの有名な心理学者、アブラハム・マズ

ローは、左のような欲求階層説を唱えました。 

 マズローによると、人間の欲求には５段階あり、下

位の欲求が満たされて、はじめて一つ上位の欲求、願

望が生まれるとのこと。このことからすると、子ども

たちに自尊感情、ひいては「夢＝自己実現」をもたら   

すには、その前の段階の欲求である「社会的欲求」が

満たされているという状況をもたらさないといけないということになります。さらにはそ

の前の「安全・安定の欲求」「生理的欲求」しかり、です。衣食住などの毎日の基本的生

活、あるいは安全が脅かされるような世の中では、子どもの自尊感情も将来展望も育たな

いということですね。我々大人がそういった環境をしっかりと築いていくということが大

切です。 

子どもの自尊感情と環境 
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               20 世紀後半におきた地球規模の情報技術革新に起因する社

会経済・産業的環境の国際化，グローバリゼーションにより、

そのころから「キャリア教育」が言われ始めました。 

キャリア教育とは、一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度 

を育てることを通して「キャリア発達」を促す教育（中央教育審議会「今後の学校における

キャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成 23 年１月 31 日））と言われてい

ます。その「キャリア」とは「人が，生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の

価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや積み重ね」と定義されています。 

社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を「キャリア 

発達」といいます。 

  こうした概念や 

 理念、ねらいをふ 

 まえ、小学校段階 

でのキャリア教育 

においては、求め 

 られる４つの領域 

 における８つの能 

力と言われてきま 

した。Ｈ２３年に 

それが見直され、 

人間関係形成・社 

会形成能力、自己 

理解・自己管理能 

力、課題対応能力、キャリアプランニング能力という４つの能力に集約され、それらを「基

礎的・汎用的能力」としてまとめられました。 

 長池小学校では、この基礎的・汎用的能力を培うための取り組みとして、その軸に「田辺

大根づくり」があるのです。 

  子どもたちは、ふれあい班というたてわり活動を通して、「人間関係形成・社会形成能力」

を磨いたり、その活動中に起こるさまざまな出来事に対し、「課題対応能力」と研ぎ澄ませ

ていくのです。さらには、実際の栽培によってその難しさや苦労に触れ、「人との関係」「協

力」「農作業そのものの仕事」という要素から、自らの傾向や自戒の思い、つまり「自己理

長池小学校として進めている特徴的

な教育内容の説明が書いています。 

基本編 

特色ある教育① 
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解・自己管理能力」を高め、さらにはそのトータルとして自己の生活・将来を設計する「キ

ャリアプランニング能力」を身につけていくのです。 

以下に長池小学校の、田辺大根を通じてのキャリア教育イメージを図説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、その「たてわり班」ですが、本校では、６年生をリーダーと

してたてわり班（ふれあい班）を毎年編成し、様々な取り組みをして

います。週１時間を「ふれあいタイム」とし、全学年で活動をしてい 

ます。また、児童会の取り組みや朝の児童集会にふれあい班での活動が加わり、その取り

組みが広がってきています。 

 このふれあい活動は、以下のことをねらっています。 

 ・普段ふれあう機会の少ない学年を超えた仲間づくりをすすめます。そして、上級生が下級

生の面倒を見ることで、思いやりの心と自尊感情を育むことができると考えています。 

 ・主体的な班での活動を中心にすすめるので、自主性と責任感が育つ。 

 ・地域のことを学び、地域に愛着を持つことができる。また、地域の方と 

のふれあうことを通してつながり、コミュニティ作りにも役立っている。  

 ・田辺大根を育てることで土や自然にふれあうことができる。 

学 期 具 体 的 な 活 動 内 容 

１学期 ○班編成（６学年が均等になるように全校児童を４８班に振り分け） 

○田辺大根の種取り（６月～７月 種取り用の畑から種を取ります）  

○ナッケカーニバル（子どもまつり、ふれあい班で店を出す） 

２学期 ○田辺大根づくり（９月～１２月） 

・地域田辺大根サポーターからレクチャーを受けた６年生が、それをもとに
班のメンバーに責任を持って教える。 

○ふれあい遠足（ふれあい班でオリエンテーリング） 

３学期 ○農園の整備と土づくり（来年に向けての土づくり） 

○卒業を祝う会、お別れ会（お世話になった６年生に感謝の気持ちを込めて） 

ステージアップ 
ステージアップ 

年間を通じての栽培活動 １学期：種取り  ２学期～３学期：田辺大根 

田辺大根育てから 
→長池地域らしさ、大阪らしさ 

→自分らしさ 
→個性としての障がい 
→職業観、勤労・奉仕 

●仕事体験(地域で) 大阪探検 
●ﾀｲﾑｽﾘｯﾌﾟ－地域の人からー 
●車いす体験 
●車いすバスケットボール                

First Stage 

低学年 
Second Stage 

中学年 
Third Stage 

高学年 

田辺大根育てから 
→異質な集団の中での協働。 
→「田辺村」歴史と伝統 
→「模擬原爆」：人々の願いや

平和 
→役に立つ喜び、将来展望 

●伝統→国際理解 
●ユニバーサルデザイン 
●田辺の町歩き 
●ヒロシマ修学旅行 
                

田辺大根育てから 
 → 命の大切さ 
 → 規律ある生活習慣 
 → 地域のあたたかさ 
●昔遊び、名人－地域の人から 
●町たんけん 
●命の学習 誕生・乳児                 
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               大阪市内の小学校・中学校には、「帰国・来日した子どもの

教育センター校」があります（以下、「日本語教室」と呼びま

す）。小学校に４校、中学校に４校ありますが、長池小学校は、

その８校の内の

１校です。 

   帰国・来日した外国につながりのある子

どもたちが日本語の学習をしています。中

国・韓国・フィリピン・タイなど、さまざ

まな国とつながりのある子どもたちが通級

しています。 

   

               日本語教室では、日本語に慣れない子どもたちに、いわゆる 

生活言語の習得

をめざして指導

しています。ひら 

がな、カタカナなどの文字学習、日本語の文型学 

習、聴解（聞き取って理解する、リスニング）や

ス ピ ー

チ・作文

の 練 習

な ど を

行 っ て

います。また、日本語の学習だけではなく、学校生活

や日本の文化や習慣についても学べるように適応指導

も行っています。 

 さらに、左の写真のように、長池小学校の学級・学年と交流をもつ場も設定しています。 

 

日本語指導、国際理解教育についての

説明が書かれています。 

基本編 

特色ある教育② 
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               長池小学

校では、教

科の学習に 

おける「基礎基本」「活用する力」のうち、 

「基礎基本」の定着を図るため、様々な 

工夫した取り組みを行っています。 

  その一つに「漢字道場」があります。 

漢字道場は小学校で習う漢字を１段か 

ら６段、計３０級６００問に整理した長  

池小学校オリジナルの教材です。 

  毎週金曜日、朝８：４０から５分間、  

自分の選んだ問題に挑戦します。１０問 

 正解してはじめて次の級へ進めます。その段の級をすべて合格すると、次の段に進むか、「デ 

        ラックス」または「金メダ      

ル」という、四字熟語や特    

別な漢字など、発展的な内        

容にも挑戦できます。 

         このように、漢字道場は 

        習っていない漢字にも挑戦  

していくという、自学自習  

のためのツールなのです。 

                漢字道場と同様、算数の基礎基本の定着をはかる取り組み

としては、「チャレンジタイム」があります。同じく朝の時

間を使って、自学 

自習として取り組むプリント学習です。その学 

年の学習内容に応じたプリントをどんどんと 

自分で取り組んでいきます。「計算タイム」と 

して定着してきたこの取り組みは、計算領 

域に限定せず、「量と測定領域」「図形」「数 

量関係」と、算数科のすべての領域を網羅 

した自主学習ツールとして発展させています。 

段 その段を構成する級 

１段 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 

２段 ６級 ７級 ８級 ９級 10 級 

３段 11 級 12 級 13 級 14 級 15 級 

４段 16 級 17 級 18 級 19 級 20 級 

５段 21 級 22 級 23 級 24 級 25 級 

６段 26 級 27 級 28 級 29 級 30 級 

学力の基礎を培うための長池小学校の

特色ある取り組みが書かれています。 

デラックス 

金メダル 

基本編 

特色ある教育③ 
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                普段の授業において、学習の過程が複雑で、子どもたち 

               にとっては理解しにくい内容の学習が単元によってはあり

ます。そうしたときに、既習の事柄の理解度や子どもたち 

自身が感じている苦手意識の度合いに応じて２学級を３クラスに分け、よりきめ細やかな 

授業を展開しようとしたものが、この「習熟度別学習」、正確には「習熟度別少人数指導」 

といいます。長池小学校では、国語科及び算数科の２教科において、３年生以上にこの習 

熟度別学習を取り入れています。年間総時数の約４割程度、この少人数指導を取り入れる 

ことをおよその目安として取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

本校では、以前から英語の学習を１年生から実践して 

いますが、２０２０年から５･６年生では教科学習として、 

３･４年生では外国語活動として全面実施となります。その実施に向

けて、少しずつ段階的に推進していく予定です。２８度から、木曜日の１時 

間目が始まる前（特別な活動がある時はありません）に「英語モジュール（短時間）

学習」を実施しています。英語の文字と音に親しめるよう、少しずつ進めています。 

２９年度は、あと１５分×２コマ増やす予定です。（合計１５分×３コマ） 

例 

      木  曜  日 

８：３０～８：４０  朝の会など 

８：４０～８：５５ 英語モジュール学習 

８：５５～ １時間目の学習 

 

【じっくりゆっくりと 

進めるコース】 

【標準的な進度で 

進めるコース】 

【発展的な内容にも 

チャレンジするコース】 

２学級を 

難しいことにチャ

レンジしても大丈

夫なのでは？ 

私はこの学習は苦

手だから「ゆっく

り」コースにしよう 

自分で選んで 先生もアドバイスをして 
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83 ページ 

 

 

 

 

 

 

 

                朝の時間を活用しての取     

り組みに読書タイムもあり     

ます。子どもたちの読書に対 

する興味・関心を引き出すべく、長池小学校では、４名の  

読み聞かせボランティアの方が交代で各学年を回って絵本  

の読み聞かせをしてくださっています。また、阿倍野図書 

館とも連携し、各ボランティアグループに来ていただいて  

「お話会」を年に１回行っています。 

 

                週に６～８時間ある国語科の時間の内、 

毎週１時間は図書の時間として 

設定されています。大阪読書推 

進協会発行の読書ノートを活用し、 

たくさん本を読む仕掛けづくりを行っています。読書ノートは、 

１００冊達成すると、朝日新聞デジタル上に名前が発表されます。 

こうした取り組みを軸にしながら、読書の日常化を図るための 

取り組みとを合わせて、長池小学校では大阪市 

の「学校図書館活性化事業」を活用し様々な 

学校図書館の充実を図る取り組みを進めてい 

ます。学校図書館の電算化、図書館ボラン 

ティア、図書委員会による子どもの自主的活動がそれです。 

とりわけ長池小学校の図書館ボランティアの

みなさんは、週に３～４回の昼休みの図書館開

放のみならず、書架の補修と整理、おすすめの 

本を季節や行事            ごとにまとめて効果的な展示をする「本のギャ

ラリー」、図書館内の掲示、ミニ絵本づくりなどの読書関連教室の

開催など、ボランティアの方々による自主的自立的活動が他に例を

見ないほど充実しています。 

また、それに負けじと図書委員会も普段の図書館開放はもちろ  

んのこと「読書スタンプラリー」といった独自の取り組みも行っ  

ています。 

読書推進のためのさまざまな取り組

みについての説明が書かれています。 

基本編 

特色ある教育④ 

http://swa.city-osaka.ed.jp/weblog/data/e711607/d/2/609900.pdf
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     委員会活動は、毎月１回、第１火曜日の６時間目にお

こなっています。子どもたちが自分たちで学校を       

よくしていこうという、自主的な活動です。児童会活動

については、４年生から６年生までの各学級において、学級代表を２名ずつ選出し、さらに

４年生から１名、５・６年生から２名ずつの計５名の運営委員を選出し、委員会の委員長と

も合わせて、毎月１回、委員会とは別に代表委員会を開いています。そこでさまざまな児童

会としての行事を計画し、「ナッケカーニバル」などの、子どもたち同士がふれあい、つな

がるための、子どもたちの手によるさまざまな行事を行っています。     

  クラブ活動は、全部で８つ。４年生以上の子どもたちが、それぞれ自分が深めたいという

クラブに所属し、第３・４火曜日の行事のない日の１４：４５～１５：３０に活動していま

す。 

     

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

                上記で述べたように、児童会

活動は代表委員を中心に子ど

もたちが学校生活をよりよく

楽しむための子どもたち自身の

自主的自発的活動です。いわゆ

る子どもまつりである「ナッケ

カーニバル」をはじめ、「ナッケ

田辺大根祭り」や「卒業をお祝いする会」など、様々な行事

を行っています。自分たちの手で進める児童会活動は、子ど

もたちの成長に欠かせない、大切な教育活動です。 

ボールクラブ 

陸上クラブ 

卓球クラブ 

一輪車クラブ 

パソコンクラブ 

科学クラブ 

国際交流クラブ 

音楽クラブ 

児
童
会 

運動委員会 

図書委員会 

ともだち‘Ｓ委員会 
環境委員会 

放送委員会 

給食委員会 

児童会活動・委員会活動 クラブ活動 

代
表
委
員
会 

保健委員会 

特別活動についての説明が書いてい

ます。 

集会委員会 

運営委員会 

基本編 

特色ある教育⑤ 
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子どもは一人ひとり、まったくちがいます。同じということはないと 

言っていいでしょう。だからこそステキであるし、そこがいいところだと言えます。 

上のようなことがお子さまによく見られることはないでしょうか？たくさん見受けられた場合、お子

さまは、発達障がいの部分をもっているかもしれません。その特徴の見出しは、早ければ早いほどよい

と言われています。それは、お子さまのもつ特徴であり、個性であると言えます。その特徴や個性に合

わせて子育てや教育を行っていくことが、お子さまの大きな成長へとつながるのです。 

こんな様子、ありませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 平成１９年に、特別支援教育がスタートしました。これは、さまざまな障がいのある子ども

たちがいる中で、その障がいの状況や個々のニーズが非常に多様化してきたことにより、個別

のニーズに応じた支援ができるようにと、国（文部科学省）が方針を出し、始まったものです。 

 長池小学校では、障がいのある子どもの発達保障と、通常学級での学習と個別への支援との

バランスを取りながら、周りの子どもたちの障がい者理解と集団育成、共に生きていこうとす

る態度の育成など、これまでも継続して取り組んできました。本来「長池小学校の特色ある教

育」ということではなく、どこでもあたりまえに行われるべき教育なわけです。 

 本校では、下図のように関係機関との連携をしながら特別支援教育の体制づくりに努め、子

どもたち一人ひとりにとって必要な支援を検討し、日々実践しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長池小学校として進めている特徴的

な教育内容の説明が書いています。 

大阪市 
教育委員会 医療機関 

阿倍野区役所  
保健福祉センター 

各福祉事業所 

長池小学校 

校内委員会 
（特別支援教育部会） 

保護者 
個別の教育支援計画作成 

共生教育 

保護者会運営 

長池小学校の特別支援教育体制 

障がい者支援機関等 
 

エルム大阪 

基本編 

特色ある教育⑥ 

本読みで、文

字や行をよく
とばして読ん

でいる。 

たくさんの友

だちの中では 

なかなか話が
聞けない。 

じっとしてい

ることが少な

く、あちこち
に動き回る。 

会話にそって話
をせず、まった

く関係のない話

題にとぶことが 

多い。 
非常にこだわ
りが強く、特

定のことにだ

け集中する。 

衣服のタグを

全 部 切 っ た
り、襟まわり

を気にする。 

小さな音もす

ごく気になり、
大切なことを

聞き逃す。 

 


